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れ
は
地
下
に
高
層
に
と
建
物
を
張
り
巡

ら
す
災
害
に
弱
い
ま
ち
づ
く
り
が
原
因

で
、
豪
雨
や
暴
風
が
起
き
れ
ば
都
市
は

ま
た
た
く
間
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
ま

す
」筆

保
さ
ん
自
身
は
子
ど
も
の
頃
に
読

ん
だ
天
気
に
関
す
る
本
で
気
象
に
興
味

3
・
11
を
超
え
た

2
0
1
8
年
の
自
然
災
害
損
害
額

経
済
的
損
失
は
右
肩
上
が
り

２
０
１
８
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は

「
災
」。
自
然
災
害
の
多
い
年
だ
っ
た
。

横
浜
国
立
大
学
で
台
風
の
研
究
を
し
て

い
る
筆
保
弘
徳
さ
ん
は
「
昨
年
、
自
然

災
害
が
も
た
ら
し
た
損
害
に
対
す
る
損

害
保
険
支
払
額
は
１
兆
３
０
０
０
億
円

以
上
（
推
定
）
で
、
東
日
本
大
震
災
の

時
の
１
兆
２
０
０
０
億
円
を
超
え
て
い

る
」
と
話
す
。

「
昨
年
は
大
阪
北
部
地
震
、
西
日
本
豪

雨
、
東
か
ら
西
へ
進
ん
だ
台
風
12
号
、

大
阪
に
暴
風
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
台

風
21
号
、
北
海
道
胆い
ぶ
り振
東
部
地
震
が
あ

り
ま
し
た
。
近
年
は
１
９
５
９
年
の
伊

勢
湾
台
風
の
よ
う
に
台
風
で
１
０
０
０

人
規
模
の
犠
牲
者
が
出
る
こ
と
も
な
く

な
り
、
人
的
被
害
は
右
肩
下
が
り
で
す

が
、
経
済
的
損
失
は
右
肩
上
が
り
。
そ

を
も
っ
た
。「
岡
山
大
学
で
気
象
学
を

学
ん
だ
恩
師
か
ら
『
チ
ベ
ッ
ト
高
原

の
気
象
を
観
測
す
る
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

研
究
者
を
志
し
、
そ
の
後
、
岡
山
に
台

風
が
襲
来
し
た
時
に
山
に
登
っ
て
、
通

過
後
に
見
ら
れ
る
“
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

デ
ィ
ッ
プ
（
※
１
）”
と
い
う
珍
し
い
気

圧
低
下
の
現
象
を
観
測
し
た
こ
と
で
台

風
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
を
決
め
、
こ

の
道
に
進
み
ま
し
た
」

数
日
前
の
熱
帯
低
気
圧
が

「
台
風
タ
マ
ゴ
」
に
な
る

筆
保
さ
ん
に
台
風
の
定
義
を
聞
い
て

み
た
。

気
象
庁
は
「
熱
帯
低
気
圧
の
う
ち
北

西
太
平
洋
ま
た
は
南
シ
ナ
海
に
存
在

し
、
な
お
か
つ
低
気
圧
域
内
の
最
大
風

速
が
お
よ
そ
毎
秒
17
m
以
上
の
も
の
」

と
し
て
い
る
が
、
同
じ
熱
帯
低
気
圧
で

も
米
国
に
襲
来
す
る
ハ
リ
ケ
ー
ン
や
イ

ン
ド
洋
の
サ
イ
ク
ロ
ン
の
定
義
は
さ
ま

ざ
ま
だ
と
い
う
。

 

「
米
国
で
は
毎
秒
17
m
以
上
の
も
の

を
ト
ロ
ピ
カ
ル
ス
ト
ー
ム
、
毎
秒
32
m

以
上
の
も
の
を
ハ
リ
ケ
ー
ン
と
呼
び
分

け
て
い
ま
す
」

で
は
、
台
風
は
ど
の
よ
う
に
誕
生
す

る
の
だ
ろ
う
か
。「
ま
ず
、
数
日
前
に

熱
帯
低
気
圧
が
発
生
し
て
発
達
し
、
毎

秒
17
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
台
風
発

生
と
な
り
ま
す
。
こ
の
最
初
の
渦
巻
き

こ
そ
が
『
台
風
タ
マ
ゴ
』
と
な
る
の
で

す
」（
図
1
）

海
か
ら
も
ら
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
成
長

す
る
台
風
は
「
１
０
０
ｍ
く
ら
い
の
深

さ
ま
で
海
水
温
が
高
く
、
地
球
の
自
転

の
影
響
を
受
け
る
と
こ
ろ
」
で
発
生
し

や
す
い
。「
だ
か
ら
台
風
は
北
西
太
平

洋
や
北
大
西
洋
、
南
イ
ン
ド
洋
な
ど
の

亜
熱
帯
の
海
で
発
生
し
ま
す
。
中
で
も

日
本
の
周
り
の
北
西
太
平
洋
で
、
全
世

界
の
約
30
％
が
発
生
。
地
球
が
回
る
効

果
が
台
風
の
渦
を
つ
く
り
出
す
の
で
、

自
転
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
な
い
赤
道

で
は
発
生
し
ま
せ
ん
」（
図
２
）

し
か
し
、
発
生
し
や
す
い
条
件
は
わ
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※１	 台風が接近すると気圧が低下するが、それとは別に通過後に見られる急激な気圧低下の現象。

台
風
は
日
本
の
ど
こ
に
で
も
来
る
時
代
に
な
っ
た

生
み
の
親
は
“
５
タ
イ
プ
”。

温
暖
化
で
数
は
減
る
が
、
強
く
な
る
!?─

─
─
筆ふ

で

保や
す 

弘
徳
さ
ん

台
風
と
は
何
か
？ 

台
風
の
危
険
情
報
を
ど
う
届
け
れ
ば
人
々
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
、
防
災
に
結
び
つ
け
て
も
ら
え

る
の
か
と
考
え
な
が
ら
研
究
を
続
け
て
き
た
、
筆
保
弘
徳
さ
ん
（
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）。

そ
の
研
究
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
防
災
に
役
立
つ
情
報
に
つ
い
て
聞
い
た
。

図2　世界の海域と台風・ハリケーン・サイクロン

図1～図４の出展：『台風についてわかっていることいないこと』
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図1	 台風発生ストーリー
	 横軸が時間で、台風発生を起点として左に向かって時間をさかのぼる

“
台
風
”
最
前
線

台
風
の
季
節
が
や
っ
て
く
る
。

１
９
５
０
年
代
ま
で
は
１
０
０
０
人
以
上
亡
く

な
る
台
風
被
害
が
頻
発
、
け
れ
ど
も
１
９
５
９

年
の
伊
勢
湾
台
風
を
最
後
に
被
害
者
は
１
０
０

人
を
超
え
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
台

風
予
報
の
精
度
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
結
果
だ
。

し
か
し
、
今
も
、
台
風
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

台
風
が
急
激
に
発
達
す
る
理
由
な
ど
に
つ
い
て

は
多
く
の
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
謎
の

一
つ
、
台
風
の
強
さ
の
“
正
解
”
を
求
め
て
、

17
年
10
月
、
鹿
児
島
空
港
を
飛
び
立
っ
た
飛
行

機
は
台
風
21
号
の
目
の
中
に
侵
入
、
日
本
初
の

“
中
心
気
圧
の
直
接
観
測
”
に
成
功
し
た
。

こ
ん
な
台
風
研
究
の
最
前
線
を
知
る
た
め
、
３

人
の
新
進
気
鋭
の
台
風
研
究
者
に
取
材
し
た
。

筆
保
弘
徳
さ
ん
（
横
浜
国
立
大
学
准
教
授
）
に

は
「
日
本
に
来
る
５
タ
イ
プ
の
台
風
」、
山
田
広

幸
さ
ん
（
琉
球
大
学
准
教
授
）
に
は
「
日
本
初

の
台
風
飛
行
機
観
測
の
成
果
」、
伊
藤
耕
介
さ
ん

（
琉
球
大
学
准
教
授
）
に
は
「
強
め
合
う
台
風
と

海
の
関
係
」、
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

台
風
を
知
り
、
減
災
対
策
に
役
立
て
た
い
。
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台
風
の
親
は
お
も
に
５
タ
イ
プ

パ
タ
ー
ン
を
知
れ
ば

数
日
前
か
ら
心
づ
も
り
が
で
き
る

筆
保
さ
ん
は
１
９
７
９
年
か
ら

１
０
０
０
以
上
の
台
風
を
分
析
し
、「
台

風
を
生
み
出
す
親
」
を
大
き
く
５
つ
の

タ
イ
プ
に
分
け
て
い
る
。（
図
３
、
図
４
）

「
北
西
太
平
洋
の
亜
熱
帯
海
域
で
は
、

も
と
も
と
偏
東
風
や
太
平
洋
高
気
圧
の

周
り
の
東
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
６
月
に
な
る
と
、
太
平
洋
西
部
で
は

周
囲
よ
り
気
圧
の
低
い
大
規
模
な
“
モ

ン
ス
ー
ン
ト
ラ
フ
”
が
発
生
し
、
イ
ン

ド
洋
の
ほ
う
か
ら
モ
ン
ス
ー
ン
西
風
と

い
う
季
節
風
が
吹
き
始
め
ま
す
。
こ
の

東
西
の
風
が
南
北
に
並
ぶ
“
シ
ア
ラ
イ

ン
”
が
親
と
な
り
、
そ
こ
で
発
生
し
や

す
く
な
る
の
が
『
シ
ア
ラ
イ
ン
パ
タ
ー

ン
（
Ｓ
）』
の
台
風
。
同
様
に
、モ
ン
ス
ー

ン
西
風
と
偏
東
風
が
ぶ
つ
か
る
合
流
域

で
発
生
す
る
の
が
『
合
流
域
パ
タ
ー
ン

（
Ｃ
）』
で
す
。
モ
ン
ス
ー
ン
ト
ラ
フ
が

い
つ
も
よ
り
発
達
す
る
と
“
モ
ン
ス
ー

ン
ジ
ャ
イ
ア
”
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
渦

が
で
き
、
そ
れ
が
親
と
な
っ
た
場
合

は
『
モ
ン
ス
ー
ン
ジ
ャ
イ
ア
パ
タ
ー
ン

（
Ｇ
）』
の
台
風
が
発
生
し
ま
す
」

こ
の
う
ち
、
Ｓ
、
Ｃ
タ
イ
プ
は
北
上

し
て
日
本
に
上
陸
し
や
す
い
が
、
よ
り

怖
い
の
は
Ｃ
タ
イ
プ
だ
。「
Ｃ
タ
イ
プ

は
“
魔
の
海
域
”
と
呼
ば
れ
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
東
側
の
暖
か
い
海
を
通
り
や
す
い

か
っ
て
も
、
雲
が
形
成
さ
れ

て
台
風
が
発
生
す
る
ま
で
の

詳
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ま
だ

解
明
さ
れ
て
い
な
い
。「
た

だ
し
、
熱
帯
低
気
圧
の
タ
マ

ゴ
を
生
み
出
す
大
規
模
な
風

の
存
在
と
、
そ
の
風
に
も
決

ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
こ

と
、
つ
ま
り
特
定
の
親
に
分

け
ら
れ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て

い
ま
す
」

く
、
２
０
１
６
年
、
岩
手
県
岩
泉
町

に
来
た
大
し
て
強
く
な
い
台
風
10
号

で
は
、
県
内
だ
け
で
23
人
の
死
者
・

行
方
不
明
者
が
出
た
。
今
や
、
日
本

の
ど
こ
に
台
風
が
来
て
も
お
か
し
く

な
い
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
」

台
風
が
こ
れ
ま
で
と
違
う
ふ
る
ま
い

を
す
る
背
景
に
は
、
温
暖
化
の
影
響
が

あ
る
と
も
考
え
て
い
る
。「
多
く
の
研
究

に
よ
れ
ば
、
温
暖
化
に
よ
っ
て
台
風
の

年
間
の
発
生
数
は
減
り
ま
す
が
、
発
生

し
た
時
に
は
こ
れ
ま
で
よ
り
も
強
く
な

り
ま
す
。
従
っ
て
、
こ
の
先
は
、
も
っ

と
強
い
台
風
が
日
本
を
襲
っ
て
く
る
よ

よ
う
に
な
れ
ば
、
被
害
に
備
え
た
心

づ
も
り
が
よ
り
早
く
で
き
る
よ
う
に

な
る
は
ず
で
す
」

世
界
初
の
台
風
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

台
風
が
来
た
時
の
被
害
は

場
所
の
地
形
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る

岩
手
県
生
ま
れ
の
筆
保
さ
ん
に
は

最
近
、
身
に
染
み
て
感
じ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。「
台
風
が
こ
れ
ま
で
来
る

こ
と
の
な
か
っ
た
岩
手
県
に
も
上
陸

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ

た
地
域
は
台
風
へ
の
災
害
意
識
が
弱

気
圧
性
の
渦
の
一
部
が
熱
帯
低
気
圧

に
な
っ
て
台
風
を
発
生
さ
せ
る
『
偏

東
風
波
動
パ
タ
ー
ン
（
Ｅ
）』」
も
あ
る
。

二
つ
、
三
つ
と
同
時
に
台
風
が
生
ま
れ

る
こ
と
も
あ
る
が
、
互
い
に
潰
し
合
っ

た
り
、
吸
収
し
た
り
し
て
、
あ
ま
り

発
達
は
し
な
い
と
い
う
。「
Ｐ
、
Ｅ
タ

イ
プ
は
西
へ
進
み
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や

ベ
ト
ナ
ム
に
上
陸
す
る
こ
と
が
多
い

台
風
で
す
」

分
析
の
結
果
、
多
く
は
こ
の
５
タ
イ

プ
に
分
類
さ
れ
た
が
、
ど
こ
に
も
当
て

は
ま
ら
な
い
台
風
が
全
体
の
５
％
ほ
ど

存
在
す
る
と
い
う
。「
台
風
の
親
は
地

上
に
近
い
と
こ
ろ
に
吹
く
風
と
い
う
の

が
定
説
で
し
た
が
、
大
気
上
空
に
上
層

寒
冷
渦
と
い
う
低
気
圧
が
現
れ
た
時

に
、
そ
の
下
の
ほ
う
で
台
風
が
発
生
す

る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
寒
冷
渦
が
現
れ

た
時
は
、
東
か
ら
西
へ
進
ん
だ
昨
年
の

台
風
12
号
や
２
０
１
６
年
に
岩
手
豪
雨

を
も
た
ら
し
た
台
風
10
号
の
よ
う
に
、

台
風
が
予
想
も
つ
か
な
い
動
き
、
つ
ま

り
迷
走
を
し
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
寒
冷

渦
だ
け
で
は
残
り
の
す
べ
て
を
説
明
で

き
て
い
な
い
の
で
、
さ
ら
な
る
研
究
が

必
要
で
す
」

親
の
タ
イ
プ
は
台
風
発
生
の
数
日

前
に
は
わ
か
る
上
に
、
台
風
の
タ
イ

プ
も
判
定
で
き
ま
す
。「
た
と
え
ば
、

“
今
、
南
の
海
上
で
Ｃ
タ
イ
プ
の
台
風

が
発
生
し
ま
し
た
”
な
ど
と
、
将
来
、

こ
の
情
報
を
天
気
予
報
に
活
か
せ
る

う
に
な
る
で
し
ょ
う
」

そ
こ
で
、
筆
保
さ
ん
は
地
震
や
津
波

の
被
災
想
定
範
囲
を
示
す
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
モ
デ
ル
に
、
世
界
初
の
「
台

風
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
た
。

「
台
風
が
来
た
時
に
ど
う
い
う
被
害
が

出
る
か
は
、
住
ん
で
い
る
場
所
の
地
形

に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
台
風
に
強

い
地
域
、
弱
い
地
域
も
示
し
て
い
て
、

ス
マ
ホ
の
み
で
す
が
簡
単
に
検
索
で
き

ま
す
」（
※
２
）

こ
の
台
風
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
に
あ
た
っ
て
、
筆
保
さ
ん
は
「
伊

勢
湾
台
風
と
同
じ
強
さ
の
台
風
を
、
日

た
め
、
急
激
に
発
達
し
ま
す
。
昨
年
、

大
阪
を
襲
っ
た
台
風
21
号
も
こ
の
タ
イ

プ
で
し
た
」

一
方
、
東
か
ら
来
る
台
風
は
複
数
の

台
風
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
、
こ
ち

ら
も
注
意
が
必
要
だ
。

「『
既
存
台
風
パ
タ
ー
ン
（
Ｐ
）』
は
、

既
存
の
台
風
が
南
東
側
に
高
気
圧
性
の

渦
を
つ
く
り
、
そ
の
さ
ら
に
南
東
側
に

本
列
島
の
位
置
を
少
し
ず
つ
ず
ら
し
て

通
過
さ
せ
、
１
０
０
０
通
り
以
上
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
っ
た
。「
そ
の

結
果
を
参
考
に
、
予
測
で
は
通
過
す
る

地
域
の
地
形
な
ど
の
違
い
に
よ
る
風
の

吹
き
方
を
分
析
し
、
実
際
に
台
風
が
来

た
時
に
は
一
番
近
い
コ
ー
ス
の
も
の
を

採
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」

５
タ
イ
プ
の
“
台
風
の
親
”
情
報
、

台
風
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
防
災
に
活

か
し
、
台
風
発
生
の
詳
し
い
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
き
明
か
す
こ
と
。
そ
れ
が
筆
保

さ
ん
の
研
究
者
と
し
て
の
課
題
だ
。

（
香
月
真
理
子
）

低
気
圧
性
の
渦
を
つ
く
り
ま
す
。
低
気

圧
性
の
渦
は
や
が
て
熱
帯
低
気
圧
に
な

り
、
台
風
が
発
生
。
ほ
か
の
タ
イ
プ
は

親
が
最
後
ま
で
過
保
護
に
台
風
を
育
て

ま
す
が
、
Ｐ
タ
イ
プ
は
親
が
去
っ
た
あ

と
、
自
分
で
育
っ
て
い
き
ま
す
」

さ
ら
に
、「
偏
東
風
が
南
北
に
蛇
行

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
高
気
圧
性
と
低

気
圧
性
の
渦
が
交
互
に
発
生
し
、
低

空
そ ら

観 測
筆保さんと学

生のみなさん（横

浜国立大学の気

象学研究室）が

取り組んでいる

アクティブラー

ニングの一つに

「空観測」がある。４時限目の授

業が終わるやいなや、全員が屋上

に上がって空の写真を撮り、放射

温度計で雲の表面温度を観測。雲

形や雲量に加え、温度や湿度も測

る。その後、研究室に戻って、そ

の日の「空当番」は気象庁から発

表された最新の気象資料を壁に貼

り付けて、解説する。それを聞きながら、参加者全員で明日の天

気を予報。半年ごとに集計をとって正答率を競っている。

風 観 測
取材日には『風観

測』も実施。パイロッ

トバルーンを上げる

昔ながらの風の観測

方法だ。望遠鏡で風

船を追いかけ、方位

角と高度角から風向

と風速を測定する。

気象庁ではＧＰＳを

つけた風船を飛ばす。

タイプP
・少数
・西進傾向
・長寿
・よく発達する

P

タイプE
・西進傾向
・発生時に小さい

E

C
タイプC
・急速発達しやすい
・発生時に小さい
・北上傾向 日本に上陸しやすい

SタイプS
・多数

G
タイプG
・少数
・発生時に大きい
・発達度は低い

タイプS タイプC タイプG タイプE タイプP

（％）
20

15

10

5

0

ふ
で
や
す
・
ひ
ろ
の
り

1
9
7
5
年
、
岩
手
県
生
ま
れ
。
98
年
、
岡
山
大
学
理
学
部
地
学
科
卒
業
。
岡

山
大
学
理
学
研
究
科
地
学
専
攻
修
士
課
程
（
博
士
前
期
課
程
）、
京
都
大
学
理
学

研
究
科
地
球
惑
星
科
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
准
教

授
。
気
象
予
報
士
。
防
災
士
。
専
門
は
台
風
、
局
地
風
、
気
象
教
育
。
共
書
に
、

『
台
風
に
つ
い
て
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
い
な
い
こ
と
』
な
ど
。

図 4　台風タイプ別の日本上陸数の割合図 3　台風タイプ別の特徴

※２	 スマートフォンで「ライフレンジャー」と検索。ライフレンジャーの左上メニューアイコンから、「防災・備え」⇒「台風ソラグラム」を選択。


